
その４ 大田 實というひと 
～生徒たちに伝えたい命の話～ 

 掃除の話を書いた先月号の「校長室の窓から」。ある事業所では朝

礼で読んでいただいたと聞きました。心からありがたく思います。 

そういう支えに感謝しつつ、今号では、夏休み前に生徒に伝えたい命の話をしたいと思います。 

（生徒の皆さんへ・・・）

大田 實（おおた みのる）という人を知っています

か。第二次世界大戦で、日本海軍沖縄根拠地隊司令官

（当時少将、死後中将）だった人です。 

敗戦色濃くなった１９４５年６月６日、大田 實は本

土内務省へ向けて一通の電報を打ちます。それは、身

を犠牲にして戦い抜いた沖縄県民の様子を切々と綴っ

たもので、当時の武人としては極めて異例な内容でし

た。電文の最後は、 

「・・・沖縄県民はこんなふうに戦いました。で

すから、ぜひとも後世に格別の取り計らいをして

ください。」  （口語訳 久村） 

と結ばれています。 

「オキナワ」が日本の歴史の中でどういう所なのか、

生徒の皆さんも知っていることと思います。日本で最

大規模の、一般市民を巻き込んだ地上戦が行われ、２

０万人以上の命が失われた激戦の地です。 

さて、沖縄では、２０００年７月にサミット（第２６

回主要国首脳会議）が開かれました。サミットの開催

地を沖縄に決定するにあたっては、当時の首相小渕恵

三の強い希望がありました。それに関しては、こんな

エピソードもあります。 

小渕元首相はニュージーランドを訪問した際、ニュ

ージーランド在住の、大田 實の四女・昭子さんに会い

に行きます。そして、「大変苦労された沖縄県民の方々

のためにも、来年、沖縄でサミットをやると決めたこ

とは間違っていなかった。」と伝えたそうです。 

大田 實の遺志に感じ、政治家として「オキナワ」を

棄てておかない。さらに、ご遺族に会ってサミットの

開催を報告する。それはすなわち大田 實への報告とい

うことでしょう。 

「小渕の英断」と評された実績に付随する、ほんの

小さなエピソードかもしれませんが、その心情にとて

も共感します。 

沖縄には旧日本海軍沖縄根拠地司令部の壕が今も残

っています。１９４５年６月１３日、大田 實はこの壕

の一室で手榴弾（拳銃だったともいわれる）によって

自決します。享年５４歳。 

１７年前の１９９９年３月、わたしはその壕を訪れ、

大田 實が自決した部屋の真ん中に立ちました。壁には、

辞世の句とともに弾痕と手榴弾が飛び散った生々しい

跡が残っています。戦争も、戦争に行くことも、まして

やそこで死ぬことも、わたしには理解できないことで

す。しかし、ここで、この戦争に命をかけた人間が確か

にいたのです。 

わたしはこの経験を、｢だから戦争はいけないのだ｣

というような型どおりの観念にまとめることができま

せんでした。５４年の時を越えて、わたしは、失われた

命の上に立っているのだという実感が沸いてきたから

です。それは、大田 實が託したオキナワの命への畏敬

なのかもしれません。 

わたしたちは、つい自分一人で生まれてきたような

気持ちになることがあります。だから、｢誰にも迷惑を

かけていないからいいだろう。｣とか「自分の命だから、

死ぬのも自由だ。」などと思ったり、言ったりしてしま

うのではないでしょうか。しかし、わたしたちが今生

きているということは、わたしたちが生まれる以前の

人々が、命がけで守ってきたものや、つないできたも

のがあるからに違いありません。わたしたちの命は、

それひとつで宙に浮いているのではなく、過去の人々

の命の上に立っているのです。 

みなさん、ぜひこのことを心に留め置いて、平和や命

についての情報が増える夏休みに、すすんでいろいろ

な勉強をし、じっくりと考えてみてください。

 

校長室の窓から 


